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第5図　葉柄長と子実重との関係

4　む　　す　　び

多収に必要な生育量の確保のためには初期生育の促

進を図る必要がある。またどん夷期以降は最も重要な

時期でありこの時期の茎及び葉柄部の乾物多を高める

ことが着黄を良くする。

転換畑は板の活力が良く稔実期間が延長することか

ら粒肥大に好結果をもたらすが，しかしこの期間の二

次分枝の多発及び分枝の過剰伸長は着菜を不安定にす

る。また紫斑粒の多発を招きやすい。

主茎枚数割合が高く，上位分枝（第5位以上）の粒

肥大の良い品種及び生育型によって多収が得られるよ

うである。

ラッカセイマルチ栽培における病害防除について

野崎　光夫・柳原　元一・井上　倣

（宮城県農業センター）

1　ま　え　が　き

前回の報告では，ラッカセイをフイルムマルチ栽培

することにより，裸地栽培に比較して安定した収量が

得られ，更に多収を得るためには個体の生育量増大に

依存するよりも，株数増による効果の大きいことを明

らかにした。

しかし，マルチ栽培においては，初期生育がおう盛

で茎葉の繁茂量が多く，そのため灰色カビ病，褐斑病，

汚斑病などの病害が発生しやすくなり，その被害程度

も大きい。したがってこれら病害の防除は安定多収の

第1表　供試条件（試験1）

確保に不可欠の要素である。

本報告は，これら病害の防除体系確立のため，昭和

46～47年の2か年にわたって検討した結果である。

2　　試　験　方　法

試験工（昭和46年度）

供試条件を第1表に示した。使用フィルムはホーリ

ーシート9215，栽植様式は瞳頗100の〝，条間45の間，

2魚，株間15dⅥとし，品種は関東18号で，5月15

日に播種した。

（昭48）
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（　）成分含有率

スクレククス絹花前期5回散布

スクレククス綿花中期5回散布

スクレククス開花後期5回故布

トリアジソ・スクレックス交互散布

スクレ，クス連続散布

トリアジン連続散布

トリアジン

マンネブダイセン
混合散布

無　敵　布

×　スクレックス水和剤

1500倍液（50喀）

◎トリアジン水和剤

800倍液（50喀）

△トリアジソ水和剤，マンネブダイセ

ン水和剤（70痴）

混合800倍液

各処理とも小型噴霧機使用
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試験n（昭和47年度）

供試条件を第2表に示した。使用フィルムと裁縫様

式は試験lと同じで，品種は白油7－5を用い，5月

第2表　供試条件（試験n）

4日に播種した。

なお，2か年の病害発生時期と消長を示せば第5表

のとおりである。

（昭47）

故　 神　 時　 期 （月 日）
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× スクレックス水 和 剤

18 00倍 液 （50 喀）

◎ トリアジン水 和 剤

80 0倍 液 （50 勿）

○ ダコニ「′し水 和 剤

6 00 倍 液 （7 5 痴）

（う マンネブダイセソ水 和 剤

8 0 0倍 液 （7 0 番）

各 処 理 と も小 型 肩 掛 噴 霧 機 使 用

区　　　　　名

ダコニーつレ8回散布

ダコニ「ル＋スクレックス

開花前期5回散布

ダコニープレ＋スクレックス

頗花後期5回散布

マンネブダイセソ8回散布

マンネブダイセソ＋スクレックス

開花前期5回散布

マンネブタイセン＋スクレックス

開花後期5回散布

トリアジン8回散布

トリアジン十スクレックス

開花前期5回散布

トリアジン＋スクレックス

用花後期5回散布

スクレックス開花前期5回故布

スクレックス開花後期5回故布

無　　散　布

第5表　病害の発生時期と消長

病　　　　 名
4 8　年 4　7　年

発　 生　 始 発　 生　 盛　 期 発　 生　 始 発　 生　 盛　 期

灰　 色　 カ　 ビ 病 9 月 5 半 句 9 月 4 半句～ 9 月 5 半 句 9 月 2 半句 9 月 4 半 句～ 9 月 5 半 句

娼　　 妓　　 病 7 月 2 半句 ．8 月 4 半 句～ 9 月 1 半句 7 月 2 半句 8 月 4 半句～ 8 月 5 半 句

汚　　 斑　　 病
－ － 8 月 1 半句 8 月 6 半句～ 9 月 1 半句

5　試　験　結　果

試験l

発病調査結果を第4表に示した。灰色カビ病に対す

る薬剤散布の防除効果は，スクレ，クス連続散布の発

病茎率が最も少なく，効果の高いことが認められた。

続いて，スクレックス開花後期5回散布がトリアジン

連続散布と同程度の効果を示して防除効果は高かった。

トリアジン・スクレックスの交互散布と，トリアジン，

てソネブダイセソ混合散布の効果は伺程度の発病茎率

を示しており，スクレヅクスの開花前期及び中期5回

散布の効果は最も低かった。

侮蔑病に対する防除効果では，トリアジン連続散布

の効果がやや高く，次いでトリアジン，マンネブダイ
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七ソ混合故布の効果が高く，トリアジン，スクレックス　　る防除効果は認められなかった。

交互散布が続いていた○　しかしスクレックス散布によ

第4表　発病調査結果（試験l）

　　 項　 目

区　 名　 ＼ ＼ ＼ ＼

灰 色カビ病 （9 月 2 8 日） 渇　 斑　 病　 （8 月 1 2 日 ）

発 病 茎 率
仝 左 対

無 散 布 比

催　 病　 程　 度 （感）

被 害 虔
多 中 少 計

ス ク　 レ　 ッ ク ス 絹 花 前 期　 5　 回　 散 布
　 ′
2 4．5

　 痴

5 5 5．2 9 5 8．6 2 1．1 1 2．2

ス ク　 レ　 ヅ ク ス 摘 花 中 期 5　 回　 散 布 2 4．8 5 4 5．9 8．8 8．6 1 9 5 1 1．5

ス ク　 レ　 ッ ク ス 開 花 後 期　　 回　 散　 布 1 5．2 5 5 2．5 6．6 8．0 1 7 1 1 0．8

ト リア ジ ン ・ス ク レ ッ ク ス 交 互　 散　 布 1 9 7 4 2 2．7 8．5 占．9 1 5．9 鼠2

ス　 ク　 レ　 ッ　 ク　 ス　 連　 続　 散　 布 9 8 2 0 5．2 7 0 1 ロ．7 2 0．9 1 0．9

ト　 リ　 ア　 ジ　 ン　 連　 続　 ．改　 布 1 5．8 5 4 1．2 4．2 占．7 1 2．1 占．2

ト リア ジ ン ・マ ンネ ブ ダ イ セ ソ 混 合 散 布 1 鼠8 4 5 1．0 5．7 8．5 1 5．0 7 8

無　　　　 散　　　　 布 4 5．9 1 0 0 4．0 8．9 7 9 2 0．8 1 2．8

注）被害度の算出は次のとおり行った。

被害度＝ 5n3　十2n2　＋1nl　＋Dno
5N

IJ　＝no　＋nl＋n2　＋喝

no：健全葉数

nl：発病程度小の乗数

n2：発病饉反中の葉数

n3：発病程度多の英数

試験用

灰色カピ病，禍斑病及び汚踵病に対する防除効果を

第5表に示した。すなわち，灰色カビ病に対してはス

クレヅクス散布の防除効果が最も高く，次いでトリア

ジン，マンネブダイ七ソ，ダコニールの順となった。

しかし，それらの効果はスクレックスに比べてかなり

低下し，これらの薬剤の単独処理では灰色カビ病の発

生を抑えることは不可能である。スクレヅクス開花後

期5回散布の防除効果は，開花前期5回故布に比べて

やや効果の高い傾向がうかがわれ，この悌向は試験l

の結果とほほ一致した。

鳴弦病に対する防除効果は，ダコニール，マンネブ

ダイセソ，トリアジソともに高く，特にダコニールの

×100

効果が高いことが認められた。すなわち，ダコニール

散布では羅病程度及び被害度ともに無散布区に比べて

顕著に減少した。次いで，マンネブダイセソ，トリア

ジンの防除効果はほは同程度で，ダコニールに比べて

低下した。また，スクレックスの効果は認められず，

無散布同様落葉率が高かった。すなわち，褐斑病の発

生が多くなるほど早期落葉がはなはだしかった。

汚斑病に対する防除効果は，褐斑病の結果とほぼ同

様であった。すなわち，ダコ∴一一ル，マンネブダイセ

ソ及びトリアジンの各薬剤において防除効果が認めら

れ，それらの中でダコニールがやや高く，rr：／ネブダ

イセソ，トリアジソははは同程度でダコニールに比べ

やや低下した。落葉率も閥斑病と同じ傾向を示した。
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第5表　発病調査結果（試験Ⅲ）

　　 項 目

区 名

灰色カビ病
（9月50日） 禍　 珪　 病 （9月9 日） 汚　 斑　 病 （9月12 日）

霊 仝左対無
散布 比

慧智 基 擢病握度
被害度落碧

芸智 姦 催病握度
擦 落葉率多 中 少 多 中 少

ダコニール8 回散布

ダコニール＋スクレックス
頗花前期 5 回故布

ダコニール＋ス クレックス
開花後期5 回散布

マンネブダイセン8 回散布

マンネブタイセソ＋スクレヅクス
絹花前期 5 回散布

1∵／ネブダイセン＋スクレヅクス
開花後期 5 回散布

トリアジ∵／8 回散布

トリアジン＋スクレックス
頗花前期 5 回散布

トリアジソ＋スクレックス
開花後期 5 回散布

スクレックス開花前期 5 回散布

スクレヅクス開花後期 5 回散布

無 散 布
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4　ま　　と　　め

以上，l～Ⅱ試験の結果から，灰色カビ病に対して

スクレックスが極めて有効である。

また褐斑病，汚斑病に対してはダコニールの防除効

果が高く，次いでマンネブダイセソとトリアジンの効

果はほぼ同程度であるがダコニールに比べやや低下し

た。

本県のラッカセイ栽培における病害としては，禍斑

病，汚斑病なども重要病害であり，灰色カビ病ととも

に防除が必要である。

したがって，灰色カビ病に対してはスクレックス水

和剤1000倍液の開花後期散布，禍斑病，汚斑病に対し

てはダコニール，またはトリアジン・マンネブダイセ

ソ各800倍液の開花期間散布が有効である。

しかし，スクレヅクスは製造中止となったので，灰

色カビ病に対する新薬剤の検討が必要である。


